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会議録 

 

１． 開会 

２． 話題 

（市長） 

皆さん、こんにちは。本日はお忙しい中、令和７年度第３回定例会見にお越しをいただ

きまして、ありがとうございます。 

今回、私から 4 点についてお話をさせていただきたいと思います。 

 

（1） 「屋内型こどもの遊び場の設置について 

まず 1 つ目ですが、屋内型子どもの遊び場の設置について御説明させていただきます。

既に議会の所管委員会でも報告があったかと思いますが、子どもたちが天候にかかわらず

楽しく遊ぶことができ、子育て世代が交流することができる「屋内型の子どもの遊び場」

の注目度は全国的にも高まっております。 

これまで北海道では、屋外活動が制限される冬季間の需要が特に高い傾向にありました

が、近年は熱中症対策の観点から、夏における需要も高まっており、1 年を通じて多くの

子育て世代が利用する状況がみられております。 

本市におきましては、以前、民間の事業者が設置する遊び場が複数存在しておりました

が、コロナ禍を経て、現在はその全てが撤退をしている状況です。 

一方で、近隣市町村では近年、積極的に遊び場の設置を行っておりますことから、本市

でも同様の施設整備を求める子育て世代のニーズは非常に高く、早期の設置が望まれてい

ました。 

市はこれまでその整備手法等について検討してまいりましたが、子どもの心身の健やか

な成長を図り、安心して子育てができるまちづくりを推進するため、このたび、公設の

「屋内型子どもの遊び場」を設置することといたしました。 

場所は、千歳市勇舞８丁目１番１号「ちとせモール」２階の一部をお借りすることと

し、広さは約 1000 平米、オープン時期は令和 9 年 4 月を予定しています。 

また、施設の構成といたしましては、広さの大半を占めるいわゆる「遊び場」のほか、

子育てに関する相談や情報の提供を行うことのできる「相談コーナー」を設け、市の子育

てコンシェルジュを配置する予定です。 

また、「遊び場」を利用できる対象年齢は 0 歳から小学 6 年生までとし、利用にあたり

ましては、保護者等の同伴をお願いすることとしております。 
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利用料につきましては、「遊び場」は 0 歳から 1 歳児までを無料とし、それ以外の子ど

もと保護者等については、「市民」、「市民以外の方」ともに差額を設けた上で有料とする

考えです。 

なお、「相談コーナー」の利用については、無料といたします。 

「子どもの遊び場の設置」にあたりましては、来月開催の第 4 回定例市議会に、補正予

算として、関連予算の一部を計上し、関係条例を提案する予定であります。 

 

（2） 空き家対策の推進に関する連携協定について 

次に 2 点目、空き家対策の推進に関する連携協定についてご説明します。 

去る 11 月 19 日に、株式会社クラッソーネと「空き家対策の推進に関する連携協定」を 

締結いたしました。 

この協定は、空き家の老朽化や破損による外壁の落下のほか、草木の繁茂や放火などに

より、周辺環境に影響を及ぼす「管理不全空き家」や「特定空き家」の発生を抑制するこ

とを目的としております。 

株式会社クラッソーネについては、国土交通省の事業採択を受けて、令和３年度から５

年度に「解体費用シミュレーター」や「すまいの終活ナビ」を活用した空き家対策事業を

行い、現在、札幌市や横浜市など、全国 166 の自治体と連携協定を結び、空き家の除去等

を促す取り組みを実施している事業者であります。 

本市といたしましては、株式会社クラッソーネのシステムを活用した空き家対策を進め

ることとし、今回の連携協定の締結により、市ホームページ内のリンクなどから、空き家

の個別相談窓口や解体する際の概算費用の算出などの、新たな市民サービスを開始いたし

ました。 

なお、市民の利用料金は無料となっており、これらサービスが利用されることで活用さ

れていない空き家の除却が進み、将来的な管理不全空き家等の発生が抑制されるととも

に、除却後の土地についても、有効活用されることを期待しております。 

 

（3） 次世代半導体関連事業について 

次に、3 点目の次世代半導体関連事業について説明いたします。まず 1 つ目ですが、「ち

とせ半導体関連企業交流会」の開催についてであります。9 月 9 日に千歳商工会議所との

共催によりまして、市内の半導体関連産業を支える既存立地企業と新規立地企業間におけ

るネットワークづくりや、担当者同士の関係構築の促進を目的に、「第 1 回ちとせ半導体

関連企業交流会」を開催いたしました。 
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交流会には、39 社の立地企業から 74 名のご参加をいただき、盛会のうちに終了したと

ころであります。参加した企業の皆様からは、「地元の企業と関わる良い機会となった」

「今後もこのような場を設けてほしい」との声が寄せられるなど、大変好評をいただいた

ところであります。 

今後も市内立地企業間の連携強化に努め、地域経済の活性化に取り組んでまいります。 

2 点目でありますが、「次世代半導体とほっかいどうの未来 in 千歳」開催であります。 

11 月 20 日に北海道との共催により、ANA クラウンプラザホテル千歳において同セミ

ナーを開催し、オンラインを含めまして約 300 名の皆様のご参加をいただきました。 

このセミナーでは、経済産業省から「わが国の半導体政策について」、公立千歳科学技

術大学から「半導体とは何か」、ラピダス社から「未来を創る半導体」などについてご講

演をいただき、パネルディスカッションでは、企業進出状況や街の変化、半導体産業の人

材育成などについて活発な意見交換が行われました。 

事前にいただきました参加者からの質問にも回答し、市民理解の促進に努めたところで

あります。 

市といたしましては、引き続き、先端半導体産業の拠点化に向けた様々な事業を着実に

進めるとともに、市民理解の促進につながる取り組みを進めてまいります。 

3 つ目ですが、半導体関連企業の本市への立地状況であります。前回 7 月の定例記者会

見以降における、市内のオフィスの立地状況につきましては、自動制御機器製品等の製造

加工及び販売を行う「SMC 株式会社」、人材派遣・人材紹介・アウトソーシング事業を行

う「アデコ株式会社」、および、半導体製造装置等の製造・販売・保守サービスを行う

「イーヴィグループジャパン株式会社」が、それぞれ市内にサービス拠点を設置いたしま

した。 

これにより、令和５年２月のラピダス社の立地表明以降、半導体関連企業の市内におけ

る立地確定数は合計 45 社となり、また、立地を検討する企業は 83 社となっております。 

今後も企業ニーズの把握に努めるとともに、きめ細やかな支援を通じて、半導体関連企

業の集積に向けて取り組んでまいります。 

 

（4）勇舞中学校への特別支援学級の開設について 

最後に、4 点目です。勇舞中学校への特別支援学級の開設であります。勇舞中学校で

は、これまで教室数の不足によりまして、特別支援学級が開設できない状況でありました

が、このたび、プレハブ校舎を増築するための補正予算案を第 4 回定例市議会に提出し、

必要な教室数を確保することにより、令和９年４月から特別支援学級を開設することとい
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たしました。 

勇舞中学校については、市内の小中学校で唯一、特別支援学級を開設していない学校

で、これまで保護者の皆様から開設についての要望をいただいておりました。 

このため、他の用途で使用している部屋を教室として転用するなど、教室数を確保して

特別支援学級を開設するための方法を模索していたところでありますが、対象となる生徒

数の増加や保護者の声を受け、早期に開設する必要があると判断したことから、校舎を増

築し、必要な教室数を確保する方針を決定したものであります。 

校舎の増築にあたりましては、スピード感を重視し、最短で供用開始ができるよう取り

組みを進めるとともに、対象となる生徒や保護者の皆さまとの教育相談を丁寧に進めるこ

とで、開設準備に万全を期し、円滑な特別支援学級の開設につなげてまいりたいと考えて

います。 

関係各位におかれましては、ご理解、ご協力をお願い申し上げます。 

 

私からは以上であります。  

 

3．質問及び意見交換 

 

（記者） 

勇舞中学校の特別支援学級の開設について、どのような変更が起こるのか具体的に教え

ていただきたい。 

 

（市長） 

今までは、勇舞中学校の校区に住んでいる特別支援学級へ進学する児童が、障がいの種類

によってそれぞれ対応可能な中学校に分かれて進学していたところ、勇舞中学校に特別支

援学級が開設されたことで、本来の校区である勇舞中学校に進学できるようになりました。   

定員や開設学級については、今後の教育相談によって具体的に決まりますが、想定として

は知的障がい学級 2 学級と情緒障がい学級 2 学級と肢体不自由学級 1 学級の計 5 学級程度

の開設を想定しています。 

 

（記者） 

先日ラピダス社の工場内に第２工場を建設する方針が報道ベースで明らかになりました

が、地元の自治体として受け止めと、地域の経済波及効果への期待感などはどうでしょうか。 
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（市長） 

まず、ラピダス社の第２工場の着手時期について、同社で公表している事実はなく、正式

な情報としてラピダス社は表明しておりません。ラピダス社にて公表された地域計画の概

要部分で、2027 年度の後半に 2 ﾅﾉ世代の半導体の量産を開始し、その後 2、3 年ごとに最

新の世代 1.4 ﾅﾉまたは 1.0 ﾅﾉの量産を行うという中期ロードマップが示されたため、今回

の報道につながったと考えています。 

このことについて、今後 2 ﾅﾉ世代の半導体量産の成功を願い、私共も自治体としての役

割をしっかり果たしていきたいというふうに思っています。さらに次世代の半導体の生産

も期待しているところでありますので、これからもラピダス社としっかり連携を図ってい

きたいと思っています。 

当市としてもラピダス社の今後に大きな期待を寄せています。 

 

（記者） 

勇舞中学校の特別支援学級は当初プレハブでスタートするとのことですが、常設の校舎

はつくらないのでしょうか。 

 

（市長） 

プレハブとはいえ、過去に富丘中学校や北陽小学校などの増設時はプレハブでの対応を

してきており、継続使用を前提としているので、常設の校舎と同等に考えてもらえればと思

います。名前がプレハブなので仮設がイメージされますが、構造的にも仕上がりとしても常

設相応の仕様になるのかなと思っています。 

 

（記者） 

例えば、今ある既存の校舎に増設するような形でプレハブの教室で臨時的、緊急的にスタ

ートして、将来的に既存の校舎を増設する必要がないという判断なのでしょうか。 

 

 (教育部長) 

今回プレハブで設置しますが、市長が説明したように、かなりしっかりとした教室を設置

します。渡り廊下で天井も既存の校舎と接続しますので、一体となって校舎の一部として使

うイメージを持っています。 

これまで既存校舎の改修を様々行いましたが、もう既に教室確保に限界が来てしまいま

して、これ以上は改修では教室を増やせないということになりましたので、この度、完全に
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プレハブを増築して教室を増やすことにしました。 

 

（記者） 

ラピダス社の第 2 工場建設の件ですが、正式に着工が決まった場合、千歳市の後方支援

の準備が間に合わなくなる可能性があると思うが、今後第 2 工場を建設する想定で、千歳

市でどのような新たな支援や準備が必要だとお考えでしょうか。 

 

（市長） 

基本的に、千歳市としては、これまでも道路、下水、水道、などのインフラ整備を一部北

海道からの支援も受けながら進めていくことや、大人数の工事作業員が千歳市に入る際の

受け皿整理などが今後必要な支援として想定されます。 

我々は IIM-1 の建設の時に対応した経験もございますので、大まかな支援の内容は見極

めなければなりませんが、事前にある程度情報交換をしっかりとラピダス社と行いながら、

急なスタートということに当然ならないと思いますので、これからも情報収集しながら進

めていくことになると思います。 

 

（記者） 

工業用水の使用量が飛躍的に増えるとか、そのような想定はなさってないのですか。 

 

（企画部長） 

ラピダス社から正式に市に話があったわけではありませんので、詳細はまだわかりませ

んが、IIM-1 建設時に上下水道や道路については必要な整備を行っております。 

第２工場の場所は基本的には区域内になると思いますので、設計段階で詳細な部分が把

握できると考えておりますので、例えば道路が必要だということになれば、我々が対応する

ことになると思いますが、水道につきましては、特に今のところ供給量を増やすという話は

ございません。 

 

（記者） 

現状として給水量にまだ余裕があり、第 2 工場ができて使用量が増えたとしても、供給

に余裕があるのでしょうか。 

 

 



7 

 

(企画部長) 

もともと IIM-1 建設の際に１日 2 万８千立方メートルという給水量のリクエストをラピ

ダス社から受けておりますので、その範囲内だと思っています。 

 

（記者） 

先ほど道議会の方で、鈴木直道知事が泊原発の再稼働について前向きな姿勢を示されま

した。このことについて、道内の中でも電力需要が大きいラピダス社や、関連産業が集積す

る千歳市の市長として、何か泊原発の再稼働について受け止めなどありますでしょうか。 

 

（市長） 

泊原発の再稼働については、これまでも北海道電力が国の規制委員会と様々なやり取り

をしてきました。その経過を踏まえて、今現在このような段階に至ったのだと思っています。 

今回の道議会において知事の考えが示されたという点については、私もタイムリーに確

認しました。その後、様々な段階や手続きがあり、また周辺の４つの関係自治体のうち、3

つの自治体は意向表明済みであると聞いておりますが、残りの自治体についても近日中に

判断が示されると聞いています。そのような動きの確認や現地の状況確認を経た上で、改め

て道議会の議論を踏まえ、知事が最終的な判断を下すことになるだろうと思っています。 

いずれにしても、北海道電力、北海道、そして国の動向をしっかりと注視していきたいと

思っています。 

 

（記者） 

北斗中学校における盗撮事案などの不祥事が発生し、教育委員会でも様々な対策が講じ

られていると思います。その状況を踏まえ、改めて市長としての受け止めや、対策として現

在どのような取り組みが行われているかについてお聞かせください。 

 

（市長） 

まだ警察による捜査は続いており、そのような事情から詳細については把握しきれてい

ない状況ではありますが、引き続き児童生徒の心のケアに全力を尽くし、再発防止の取組み

を早急に進めているところです。 

再発防止策の取りまとめについては、所管の委員会で報告をしているものもありますが、

例えば私物端末等の取扱いルールの徹底であるとか、また、カメラ等の点検対策強化、教職

員への研修、それと不祥事発生時の対処の厳格化など、これからもしっかりと行っていきた
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いということで考えています。 

引き続き、児童、保護者、また、市民の皆さんの不安を払拭できるようにと思っています。 

 

（記者） 

昨日、メガソーラーなどのガイドラインについて厚生環境常任委員会にて採択され、来月

の本会議の議題となることが決まりましたが、その件について市長の受け止めをお聞かせ

ください。 

 

（市長） 

議会の方で、今後審議されていきますが、今道内でも開発に伴う環境との調和に課題が出

てきているというのは、私も報道等で認識をしています。 

今回、そのような状況を踏まえた中で、これまでも本市では都市と自然環境が調和するま

ちづくりを進めてきております。そのため、自然環境に悪影響がないような開発に対応する

ためにも、ガイドラインの内容をさらに精査していく必要があるものと受け止めておりま

す。 

 

（記者） 

 いよいよ空港開港 100 年が来年の 10 月に迫っており、実行委員会を中心に準備が進ん

でいるかと思います。しかし、普段街中、特に飲食店などを歩いている際に、例えばタイア

ップメニューなど具体的な施策はまだ見られません。 

現状、ペナント以外で 100 年に関連しお店側が取り組んでいる状況は感じにくいという

率直な声もあります。例えばロゴマークを使用する許可は出されているように思いますが、

それに加えて、民間を巻き込むような取り組みや、民間の活動を紹介するための枠組みを設

けるなど、100 年に向けた官民連携をさらに広げていくにあたって、市長として現時点で

の受け止めと、今後への思いをお聞かせいただければと思います。 

 

（市長） 

いよいよ来年、空港開港 100 年が近づいており、10 月 22 日を迎えるまであと 1 年を切

りました。これまでの機運醸成に向けて、さまざまな取り組みを進めてまいりました。 

実行委員会を立ち上げ、その中でいろいろなメンバーの方々からご意見をいただき、既に

2、3 年前から事業を展開してきたところです。例えば、子どもたちへの絵本の配布といっ

た取り組みを通じて認知度も１年前からは大きく向上してきたと感じており、これらの活
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動を引き続き続けることで、さらに機運の醸成を図っていきたいと思っています。   

また、飲食店や市内の店舗との連携につきましても、実行委員会には多種多様な業界の

方々がメンバーとして加わっていただいていることから、今後も幅広くご意見をいただき

ながら取り組みを進めていきたいと考えています。企業・団体とのコラボレーションや、市

民の皆さんからのご提案を実施する事業も予定しております。 

さらに、100 年という記念に合わせて、民間の皆さまが 100 年の冠を付けた事業などを

展開し、それを通じてお祝いする形で協力していただければと思っています。 

こういった取り組みをより広く情報発信しながら、実行委員会を中心に具体的な計画を

詰め、着実に進めていきたいと考えています。 

 

（記者） 

今回の空き家対策の推進にあたり、取壊しという選択がある一方で、売却や購入を通じた

活用も重要な要素であると考えます。 

住宅建設は進んでいるものの、家賃がなかなか高止まりしている状況や、人口増加が足踏

みしている現状も見受けられます。今回の連携協定に関連して、住宅確保を進めるスピード

感への期待や、それを踏まえた空き家対策の具体的な取り組みについてお伺いしたいと思

います。 

また、この協定に限らず、住宅確保や人口増加に向けた施策について、現時点でお話しい

ただける内容があれば、お伺いしたい。 

 

（市長） 

まず、今回の協定においてクラッソーネ様との連携に関しまして、本協定では管理が不全

となっている建物の撤去を主要なメリットとしております。それに加えて、将来的にはこれ

らが利活用に通じる可能性もあるため、有効な方策として期待しております。 

市内における管理不全の建物については、もともと千歳市はそれほど件数が多くない状

況ですが、今回、ラピダス社の進出を契機として、多くのマンションやアパートの建設が進

んでおります。その結果、建物の新陳代謝が促進されている状況と考えています。この流れ

は今後も続くものと予測しております。 

一方、住宅供給量については現在でも不足が見られ、特に市中心部ではその傾向がみられ

ます。しかしながら、昨年度および今年度にかけて新たに合計 2,200 室の部屋数の供給量

が確保されており、状況は改善されつつあります。ただし、ラピダス社の新工場建設の報道

もあり、今後も引き続き住宅供給の不足する状況が継続すると予想しております。 
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本市としましては、今後も民間企業の皆様の協力をいただきながら、近郊の住宅地の提

供・開発なども含めて、市の居住環境の改善に取り組んでまいります。 

 

(記者) 

昨日、カゴメ株式会社が北海道の生産拠点として千歳市に新工場の用地を取得するとい

うリリースがありましたが、その件について第一次産業の振興にもつながる内容ではと思

いますが、これまでの経緯と併せて市長のお気持ちを伺えればと思います。 

 

（市長） 

カゴメ株式会社様は日本でも有数のメーカーですので、千歳市に進出というのは大変光

栄に思っていますし、歓迎したいと思います。経緯については交渉内容などを細かくお伝え

するのは難しいですが、千歳市への企業進出については、これまでも担当者が初期の段階か

らずっと粘り強く、ノウハウも蓄積しながら、多方面に働きかけに努めている中で、今回一

つ実を結んだのかなと思っています。 

報道でもあったと思いますが、最近の気候状況で原料の確保が本州だと徐々に厳しくな

るというお話を私も会社訪問の際に直接お聞きしました。原料生産地が北上してきている

なかで、北海道が農作物原料の供給という部分ではさらに重要視されていくというように

受け止めています。 

当社は既に北海道の他市にある農地で原材料を生産されているということですが、いず

れは千歳市周辺でも確保したいということで、大変期待をしております。 

千歳市の工業団地はもともと、綺麗な水があるという理由で食品関係が非常に多い地域

です。そういう部分も活かして幅広くバランスをとりながら、これからも企業誘致を進めて

いきたいと思っています。 

 

（記者） 

 空港開港 100 年の件で、100 年前の千歳村民の方々が手弁当で整備した旧着陸場につい

て、担当課に確認したところ、航空自衛隊千歳基地内にまだ現存しており、上には構造物や

舗装がされているわけではなく、草地となっている状態とのことでした。 

来年の開港 100 年に向けて、さまざまな形で記念事業を計画するにあたって、市として

航空自衛隊や防衛省に対し、この場所が千歳市の発展の基礎となった場所であるというこ

とで、その場所の保全を求めるような提案を行うお考えはないでしょうか。 
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（市長） 

旧着陸場については、従来から私たちも非常に関心を持っており、その具体的な位置につ

いては過去の文献やさまざまな資料を突合させながら調査を進めてきました。正確に場所

を決定できる状況ではありませんでしたが、資料をつなぎ合わせた結果、ある程度絞り込む

ことができました。その当時の飛行場の中心にあたる部分は、現在では草地となっています

が、滑走路と滑走路の間に位置し、ほとんどが草地であることが判明しています。 

例えばその場所を千歳の記念の場所として保存することについて検討するのは、運用面や

安全保障上の課題もあり、現実的に厳しい状況であると私たちは受け止めています。ただし、

資料を活用して、その場所の歴史がわかるような工夫をすることは可能ではないかと考え、

基地側と相談を進めているところです。また、どのような形で表示を行うか、資料を閲覧で

きる場所を設けるのかなどについては、今後詰めていかなければならないと考えています。 

 

（記者） 

市の方から、大切な場所なので、構造物等を立てないように要請は行っていないのでしょ

うか。 

 

（市長） 

そのような要請は行っておりません。 

しかし、旧着陸場は実際に運用している基地内にあり、また、滑走路施設の一部となって

いることから、今後構造物が建てられる可能性は低いのではないかと思います。 

 

（記者） 

場所が場所だけに、市で開港 100 年という形で盛り上げようとしている状況の中でも、

市民が気軽に立ち入れる場所ではないため、「ここだ」という実感がなかなか得られず、せ

っかくの場所が十分に活用されないのは非常にもったいないことだと感じています。 

この件について、例えば実行委員会やトップ同士の話し合いを通じて、課題の軟着陸的な

解決方法を検討することはできないでしょうか。 

 

(企画部次長） 

管理者である自衛隊の方とも、何かできないかという点について相談をさせていただい

ております。 

先ほど市長がお話ししたとおり、滑走路地区という制約があるため、そこに何かを設置し
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たり、将来に残るようなものを作ったりするのは現時点では難しいという話となっていま

す。その中で、現在可能な取り組みについては、自衛隊側と協議を進めているところです。 

ただし、市内で誰もが自由に入れる場所ではないため、最終的には協議内容や資料を基に、

ある程度絞り込んだ具体的な場所を市民の皆様にお知らせできるような形を検討していき

たいと考えています。 

 

（企画部長) 

空港開港 90 年記念の際にバスツアーで旧着陸場後の見学に市民に来ていただいて、空港

の歴史の説明はしております。 

 

（記者） 

来年の記念行事の際に、例えば開港 90 年の際に行われたようなバスツアーがあるという

期待はしていいでしょうか。 

 

(企画部長) 

決まり次第発表します。 

 

(市長) 

そのような企画や、街中とのコラボレーションなど、さまざまな可能性が考えられますの

で、今後も具体的な協議や検討を進めていく予定です。来年開催予定の実行委員会総会にお

いても、それらの事項を諮り、ご意見をいただけたらと思います。 

 

(記者） 

これまで千歳市では 100 年前に着陸場をつくったという事実に基づいて、来年を空港開

港 100 周年としています。しかし、例えば横浜開港 150 周年や函館開港 150 周年のよう

に、通常は開港後の周年を祝うのが一般的ではないでしょうか。 

 

(市長) 

新千歳空港について申し上げますと、A 滑走路の供用開始は昭和 63 年であることから現

在は 30 周年という考え方もできます。 

何を節目とするかについては、国や自治体それぞれの考え方がありますが、私はやはりそ

のスタートは 1926 年だと考えています。当時の村民は本当に強い思いを抱きながら着陸
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地を整備しました。その後、官民分離など紆余曲折を経て現在に至っていますが、スタート

地点はあくまで 1926 年であると捉えています。 

この捉え方は、これからもずっと空港の歴史を刻む原点となるものであると考えていま

す。 

 

4．閉会 

 

 


